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	事業所の連携で
	挑む
	福祉人材がつながる・育つ 　・集まる草津の福祉
	なぜ、いま "事業所連携"が 必要なのか
	私たちはともに動き出す 事業所との連携で"未来への種をまく"
	地域で活躍する“福祉人材”の育成
	若い世代が参加するイベントに協働参加！ 福祉の魅力を体験型でPRしていく

	善意がめぐる地域へ 　つながる“支え合い”の仕組みづくり
	取組窓口　草津市社会福祉協議会　📞077-562-0084 　　　　　　 草津市大路二丁目1-35　キラリエ草津４階



	企業の想いが、善意の輪となり 　　　　　　　　未来を動かす
	ー草津の福祉、そして地域住民の暮らしを支えている福祉事業所を、 　　　　　　　　　　　　　　　　　企業の力で応援しませんかー
	ー募集している寄付物品（新品に限る）ー
	ティッシュ
	バス タオル
	フェイス タオル
	ともに 草津の未来を つくろう
	シャンプー ・リンス
	洗濯用洗剤
	歯ブラシ
	ボディー ソープ
	ハンド ソープ
	クレヨン ・クーピー
	マスク
	トイレット ペーパー
	えんぴつ
	※上記以外の寄付物品は受付しておりません



